
大学を卒業し開業して数年が経
ち，40才を超えた頃，近くの極真
空手道場の門を叩いた。もとも
と，武道，格闘技が好きで，学生
の頃は総合格闘技のジムに通って
いたのであまり敷居は高く感じな
かった。しかしながら史上最強の
男になりたいだとか，世界王者を
目指すなどというような気概は微
塵もなく，ただ老化防止と健康増
進が目的であった。仕事に穴を空
けないよう，週に１日，休診日に
通うことにし，細くとも長く続け
ようと思った。ただ，極真空手と
いえば武闘空手として知られてい
るので，怪我だけはしないように
心がけることにした。
共に汗を流す同門の方達は，学
生，会社員から企業経営者，警察
官，大学教授，吉本の芸人まで
様々である。そういった先輩，後
輩達と切磋琢磨しながら昇級を目
指すところに稽古の醍醐味があ
る。小生は亀の歩みで色帯最上級
の１級茶帯になるまで10年を要し
た。
しかしここから初段までが一番
険しく，多くの１級の門下生が，
次は自分が黒帯審査に推挙される
番かと，手ぐすね引いて待ってい
る。だが，実際に受審できるのは
年に１人か２人である。実は小生
は黒帯にはなれないだろうと思っ
ていた。その理由は大学時代に空
手部の友人から，「空手の流派は
たくさんあるが，一番厳しい流派
が極真だ。他流派は３年程度で昇
段できるが，極真は10年以上かか
る。黒帯になれるのは，ほんの一
握りだ。昇段するためには，まず
自分の身長分の垂直飛びと立ち幅
跳びができ，ベンチプレスで自分

の体重の重さを自分の年齢の回数
分挙げられるようにならないとい
けない。体力面だけでなく，素行
や品性も問われる。休みの日には
早起きして町のゴミ拾い，近所の
公園のトイレ掃除を行い，バスや
電車では座らずに，席を譲らなけ
ればならない。」など，黒帯にな
るための条件を切々と聞かされて
いたためである。もちろん現実に
はそのような決まりはなかったの
だが，鵜呑みにしていた小生は初
段になるのはとても無理だと思っ
た。不甲斐ない話だが，黒帯を目
指すというよりは空手の技術を体
得できればいい，せめて帯に色が
つけば本望だと思っていた。そん
な中，一昨年の秋にようやく，受
審者名簿に小生の名前が載った。
14年が経っていた。
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1966年（昭和41年）生まれ 静
岡県富士市出身 56歳／在学中
はスーパータイガージムに所属
し，佐山　聡に師事。総合格闘
技シューティング（現 修斗）を
修める／ 1991年卒（朋友会）／
1994年 矯正歯科研修課程修了
／ 1999年 日本矯正歯科学会認
定医／ 2000年 西東京市 おおう
ち矯正歯科小児歯科クリニック
開設／ 2011年 日本矯正歯科学
会専門医／ 2021年 日本矯正歯
科学会臨床指導医／ 2023年 プ
レオルソ公認講師
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試験会場には，小生と同じく審
査を受ける同門の他，道場関係
者，見学の方々など含め約200名
ほどが集結していた。筆記試験か
ら始まり，基本稽古，移動稽古審
査へと続く。型審査では約70にお
よぶと言われる基本型の中から，
その場で４つの型を言い渡され，
規定の所作を行う。集中力と正確
性が求められ，間違いがないか，
一つ一つの動作にキレがあるかを
審査される。小生は自分で分かっ
ているだけで２カ所ミスをし，次
の組手審査の先行きを暗示する結
果となった。
型審査が終わるといよいよ組手
だ。昇段審査のハイライトであ
る。勝敗を決することより，技
能，体力共に初段を名乗るに足る
水準に達しているかを重視され
る。極真は直接打撃制なので，一
撃必殺のノックアウトを狙って，
本気で攻めてくる。アラ還の小生
にとっては恐怖でしかない。初戦
の相手は身長180cmを超える巨漢
で二段の実力者であった。近づけ
ば膝蹴りが，離れれば回し蹴りが
飛んでくる。身長差があるためこ
ちらの突きや蹴りは簡単には届か

ない。その上，
身体が鋼の鎧の
ようである。一
歩踏み込んで，
まな板みたいな
腹筋にいくら中
段を叩き込んで
もビクともしな
い。思い切って
飛び膝蹴りを見
舞おうと思った
が今まで一度も
やったことがな

い。どこをどう攻めたらいいの
か，考えている間にも上から突
き，肘，膝，蹴りが雨の如く降っ
てくる。このままここで倒れた
ら，明日の仕事はどうなるのか，
初診相談の患者が午後からくる，
セファロ分析も溜まっている，な
どと余計なことを考えていたら，
いきなり右の側頭部に上段回し蹴
りを喰らった。一瞬，相手が10人
くらいに見え，耳の奥の方でグワ
ンと音が聞こえた。こいつはたま
らんと思った。もう一度これをも
らったら，間違いなく病院送りに
される。相手の間合いに入らない

ように，うまく攻撃をかわし，
バックステップで蹴りを回避する
戦法に変えた。こう書くと立派な
戦術に聞こえるかもしれないが，
要するに防戦一方ということであ
る。試合時間も相手のスタミナも
まだまだたっぷり残っている。無
いのは小生の体力だけだ。どうに
もならない状況の中で，昔読んだ
アントニオ猪木の本を思い出し
た。「とてつもなく強い敵と戦う
時，なにくそ，やるだけやってや
れと開き直ることができるのは，
私の精神力の逞しさだと思ってい
る。」という一節である。こうなっ
たら猪木のいう通り，死ぬか生き
るか，やるだけやってやれと思っ
た。試合のほんの数分が何時間に
も感じた。稽古で培った自分のい
つもの技が出せないまま，終了時
間になった。
昇段審査は連続組手で行われ
る。休む間も無く次の闘いが始ま
る。次戦の相手はこれまた，私よ
り背が大きく，ふた回りほど若い
選手だった。こちらはヘトヘトな
のに，相手は体力も気力も充分
だ。猪みたいに前に突進してく
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る。捌（さば）いても躱（かわ）
してもお構いなく，前に出てきて
は突き，蹴りの速射砲を浴びせて
くる。若いからスタミナが無尽蔵
である。防御しているこちらの腕
や脛の上から拳や足刀が矢のよう
に飛んでくる。さらに困ったこと
に，身体が異常に硬い。正拳突き
を打っても中段蹴りを蹴ってもダ
メージを受けるのはこちらの手や
足だ。ならば負けるまいと右の下
段を鉄柱のように硬い相手の左足
に蹴り込んだ。その瞬間，弁慶の
泣き所のあたりでピシっと今まで
聞いたことがない音がした。激痛
が走った。膝から下の感覚がなく
なった。明日からフットペダルは
どうやって踏もう？こんな時だと
いうのに，一瞬そんなことが頭に
浮かんだ。蹴りが出せなくなり，
回り込んで脇腹や肋骨を突きで狙
うことにした。往（い）なしては
左の中段，捌いては右の上段で対
抗した。満身創痍になりながら，
無我夢中のうちに２人目が終わっ
た。勝てずとも負けはしていな
かったと思う。
ほっとする間もなく３戦目が始

まった。最後の相手は，前回の大
会の無差別級のチャンピオンだ。
背はそれほどでもないが，若い上
に動きが俊敏で，縦横無尽に攻
めてくる。右にいると思えば左，
前にいると思えば後ろだ。上か
ら下から，いつ何が飛んでくるか
わからない。こちらの攻撃は全て
カットされる。技を出した隙をつ
いてカウンターを入れられる。渾
身の力を込めた右の鉤突き（かぎ
つき）も空を切る。左の回し蹴り
も躱される。心技体どれをとって
もこちらが勝る要素がない。初戦

で，頭，次戦で足を痛めた。左右
の中段突きからの右の下段蹴りが
小生の得意なコンビネーションだ
が，それができない。持てる技の
何も通用しない。なす術がない。
足が痛くて立っているのもやっと
だ。スタミナが切れてきた。呼吸
も追いつかない。視界が白くなっ
てきた。もうダメだ。ここで終わ
りでいい。黒帯なんてどうでもい
い。所詮は無理な挑戦だったの
だ。俺はもう十分頑張った。こ
こでやめても誰にも咎められない
だろう。なんで空手など始めて
しまったんだろう。危ない世界に
首を突っ込んでしまった。自分で
自分が憎らしくなった。中段への
後ろ回し蹴りをもらい，倒れそう
になった瞬間，薄れゆく意識の中
で声が聞こえた。自分の声だ。
ここで投げ出したらいつも言って
ることが嘘になる。患者にいつ
も言っていることが，嘘になる。
矯正装置を使わない子に，「やる
気出せ！」とか，モチベーション
を鼓舞するために，「君ならでき
る！」とか，「大事なことは初志
貫徹だ！」とか，自分はできない

くせに口先だけでいい加減で無
責任な，中身のない言葉を患者に
言っていたことになる。それは困
る。なんとか，なんとか踏ん張る
のだ。立て！立つんだ，俺！　朦
朧とした感覚の向こうで試合終了
の笛が鳴った。どうにか最後まで
立っていられた。這々の体だ。頭
も体も空っぽになっていたが，得
もいわれぬ開放感と達成感が全身
を包んだ。
昇段認定証は１カ月ほどして
授与された。大きな賞状である。
ずしりと重い。こんな立派な賞状
は生まれて初めてもらった。きち
んと額に入れて院長室に飾るこ
とにしよう。
黒帯を締めた今，強くなったと
いう実感はない。ただ，やり通し
たという充実感と，小生の様な不
才の人間でもやればできるという
確信が生まれた。
今後は，年齢や体力を顧みずさ
らなる高みをめざして，生涯の修
行を空手と歯科医学の道に通じ，
心身を錬磨し確固不抜の心技を極
めたいと思う。

ঢஈೝఆূ




